
10：00　開場

10：10-10：40　基調講演 小林康夫（UTCP）

10：50-11：50　共生のための文学空間

司会 石井剛（東京大学）

佐藤将之（台湾大学）　鄭毓瑜（台湾大学）

13：00-14：00　心の哲学と道徳性

司会 信原幸弘（UTCP）

杜保瑞（台湾大学）　中澤栄輔（UTCP）

14：00-15：30　宗教と世俗化

司会 村田雄二郎（東京大学）

曾漢塘（台湾大学）　蔡耀明（台湾大学）　

後藤絵美（東京大学）

15：50-17：20　中国哲学の「時代」

司会 小林康夫（UTCP）

林義正（台湾大学）　黄冠閔（中央研究院）　

喬志航（UTCP）

17：20-17：50　閉会の辞

主催：東京大学グローバル COE「共生のための国際哲学教育研究センター（UTCP）」
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２００８年 7月７日（月）　15:00-17:00

トマス・P・カスリス
 （Thomas P. Kasulis オハイオ州立大学）

Writing a History of Japanese Philosophy:
What I Have Learned
使用言語：英語
共催：科学研究費補助金特定領域研究「東アジアの海域交流と
日本伝統文化の形成―寧波を焦点とする学際的創生―」

２００８年 7月 10日 ( 木 )　10:30-12:30
ヴィレン・ムーティ（Viren Murthy, オタワ大学）
近代の超克と資本主義の超克
    　―廣松渉の議論をめぐって
使用言語・日本語

場所：東京大学駒場キャンパス １０１号館２階研修室
入場無料　事前登録不要


